
H.29全国キャリア就職ガイダンス

【第⼆部障害学⽣セッション】
企業事例紹介

株式会社 ⿃貴族
⼈財部労務管理課 紺⾕浩⼀

1

Todayʼs contents

１．障害者雇⽤の概要

２．採⽤に関して

３．特性に応じた配慮

４．定着⽀援

５．福祉機関との連携
2



１．障害者雇⽤の概要①

【職種】

焼⿃の串打ち業務 【店舗での仕込み】
⿃貴族にはセントラルキッチンを
設けておらず、各店舗で焼き⿃の
串打ちを⽇中の時間を使い、⾏っています

障害者スタッフには串打ち業務をメインに
従事して頂いています

【業務ポイント】
ルーティンワークと⽐較的⾒通しの
⽴てやすいことから、知的・発達の特性に
順応しやすい業務

【障害種別】
知的・発達障害者の⽐率が⾼い
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全体数及び定着率

37%

9%
6%

48%

全体数３５名

知的１３名 ⾝体３名 精神２名 発達１７名
【障害者雇⽤の取り組み】

２０１２年８⽉から開始

【発達障害者の雇⽤状況】

現在まで２０名の受け⼊れ
最近の傾向としては⼤卒者が
増えてきている

【発達障害者の定着率】

８５％
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２．採⽤に関して

募集 職場⾒学
職場実習

本⼈指導
採否判定

【応募者フロー】

受け⼊れ依頼 調整・準備
職場実習

現場指導

採否判定

選考・相談

【受け⼊れ先部署のフロー】

上記フローは⼈財部が調整役となり、並⾏しながら進め⾏います
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【採⽤で気を付けていること】

【応募者】

・⽀援学校・⽀援機関に在籍

・職業訓練・職業準備

【⽀援機関】

・情報開⽰

・定着⽀援が⼿厚い

【現場】

・障害者雇⽤に理解がある

・障害に対して偏⾒が無い

【ご家族】

・⽣活⾯でのサポート

・協⼒者

採⽤基準
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３．特性に応じた配慮①

配慮

指⽰
接し⽅

環境
コミュ

【コミュ】
会話が苦⼿な⽅に関しては特に会話スキル
を求めない。
挨拶・返事・報連相が出来ればOK

【環境】
多動性がある⽅は作業場の配置転換など
集中しやすい環境作りの⼯夫

【指⽰・接し⽅】
マニュアルのカスタマイズで視覚化を
より鮮明に解りやすくする
抽象的な⾔い⽅の排除や指⽰内容の統⼀

【その他】
通院など医療機関を利⽤する場合は
優先的にシフトを休⽇にする
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• 定期研修

• 外部研修

• ⽬標設定

• 振り返り

• 課題抽出

• 問題解決

• 進捗確認

• 業務確認

視察 ⾯談

教育改善

４．定着⽀援
定期視察

マニュアル確認 相談業務・関係者間との情報共有

ステップの⾒直し及び設定
課題の⾃覚と改善の促し

定期研修【理念・規則・衛⽣管理】
職業⽣活相談員・ＪＣ養成研修
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【職場定着で気を付けていること①】

職場定着で必要なのは、協⼒体制と良好な関係性の構築が必須です

関係者間での信頼関係を構築することで安定したサポートを⽬指します

⼈財部
⼈財部
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【職場定着で気を付けていること②】

障害者スタッフ ⾃⽴

障害の種別にこだわらず、各⾃の⾃⽴を⽬指す為の⼯夫が必要

社会的、職業⼈としての⾃⽴を最終ゴールとする
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【職場定着で気を付けていること③】

【Ｓｔｅｐ１】
試⽤期間内で⽉８０Ｈ以上の勤務且つ、１⽇５キロの仕込み量を⽬指す
給与は本社と店舗の折半

【Ｓｔｅｐ２】
４ヶ⽉〜１年で⽉１００H以上の安定した勤務、１⽇５キロ以上の仕込みが必須
社会保険加⼊対象を⽬指す
給与内訳はＳ１同様

【Ｓｔｅｐ３】
１年〜２年で⽉１２０Ｈ以上の安定した勤務
給与内訳はＳ１同様

【Ｓｔｅｐ４】
２年以上の勤続者が対象
職務内容も本⼈の能⼒にもよるが、営業も可能
給与は店舗指定の時給設定 内訳は店舗負担
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５．⽀援機関との連携

企業 福祉

お互いのニーズと⽬的を⼀致することで、
双⽅間で協⼒できることを探す

雇⽤

【ニーズ】
・雇⽤したい
・離職者を減らしたい
・障害理解を深めたい

【ニーズ】
・就職させたい
・安定して働いて欲しい
・障害を理解して欲しい
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【まとめ】
障害者雇⽤で⾒えてきたこと

【⾒えてきたこと】

１．障害者スタッフ各⾃の課題はあるが、⼗分戦⼒となっている

２．本⼈達と関わり続け、⾒守ることで成⻑へと繋がる

３．本⼈の障害特性を活かすことや⻑所を⾒つけることが雇⽤継続に繋がる
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ご清聴ありがとうございました
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